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令和 8年度予算見積調書 課室名:

説明事業

資源循環推進課
担当名: 資源循環工場循環型社会推進担当

内線: 3103 (単位：千円)
会計

P21 環境整備センター資源循環農場・公園整備事業費（継続事業第2
年次）

一般会
計

総務費 環境費
項

廃棄物対策費 環境整備センター資源循環農場・公園整備事業費
番号 事業名

事 業
期 間

令和 6年度～ 根 拠
法 令

廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び各種リサイクル法

款

針路 10
分野施策 1005

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

8,9,12,17
8-4,9-4,12-5,17-17

　環境整備センター3号埋立跡地において、資源循環農
場・公園を整備することによりサーキュラーエコノミー
の推進等を図る。

　ア　環境整備センター資源循環農場・公園整備事業費
　 (継続費設定)　  618,600千円
　イ　運営管理費　　22,156千円

（１）事業内容
　　　環境整備センター3号埋立跡地において、資源循環農場・公園を整備することによりサーキュラーエコノミーの
　　推進等を図る。
　　ア　環境整備センター資源循環農場・公園整備事業費(継続費設定)  　618,600千円
　　イ　運営管理費　                                                 22,156千円

（２）事業計画
　　ア　環境整備センター資源循環農場・公園整備事業費(継続費設定)
　　　　環境整備センター3号埋立跡地に資源循環農場・公園を整備
　　  　・農場・公園の整備に向けて、基盤造成工事及び農場設備整備工事等を実施
　　　　・整備工事期間中の環境安全確保のための土壌検査を実施

　　イ　運営管理費
　　　　・農場・公園の運営管理を実施

（３）事業効果
　　　サーキュラーエコノミーが広く展開されるとともに、埋立跡地が有効に活用され、地元の地域振興、産業振興に
　　貢献し、地域に活力を与えている。
　　　【活動指標(アウトプット)】資源循環農場・公園の整備
　　　【成果指標(アウトカム)】資源循環農場・公園の利用、施設内における資源循環技術の活用

（４）県民・民間活力・職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　民間の有する知見や技術を活用して運営を行う。

２　事業主体及び負担区分
ア　【内閣府】地域未来交付金(国1/2・県1/2)
イ　(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.0人＝9,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金 県　債

決定額 640,756 309,300 306,000

前年額 300,986 137,000 134,000 29,986

― 環境部 21 ―

豊かな自然と共生する社会の実現

25,456 339,770

資源の有効利用と廃棄物の適正処理の推進



 

事業名

単位事業名 予算額 618,600千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 309,300 172,300 【内閣府】
環境費補助金 地域未来交付金

補助率　定額

県債・ 306,000 172,000 広域廃棄物埋立処分場整備事業債
総務債

一般財源 3,300 300

合計 618,600 344,600

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 5,600 600 土壌検査業務委託

工事請負費 613,000 344,000 資源循環農場・公園整備工事

合計 618,600 344,600

事業内訳書

環境整備センター資源循環農場・公園整備事業費（継続事業第2年次）

環境整備センター資源循環農場・公園整備事業費（継続費設定）

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 22,156千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 22,156 △4,830

合計 22,156 △4,830

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 747 0 先進事例視察、関係機関打合せ

需用費 800 △400 消耗品

役務費 0 △120

委託料 20,089 △4,710 運営管理委託

使用料及び賃借料 120 0 打合せ等会場使用料

備品購入費 400 400 農機具

合計 22,156 △4,830

運営管理費

主な内容

主な内容


